
 
 

日 本 医 事 法 学 会 

第 47 回 研 究 大 会 

プログラム 
第 47 回  日本医事法学会研究大会のお知らせ  

日時：2017年11月25日（土）および26日（日） 

場所：立命館大学朱雀キャンパス 

（2階202,203教室、5階ホール、1階多目的室） 

京都市中京区西ノ京朱雀町１ 

   http://www.ritsumei.ac.jp/accessmap/suzaku/（アクセス） 

大会長：浅田 和茂（立命館大学法科大学院教授） 

実行委員長：平野 哲郎（立命館大学法科大学院教授） 

【第1日目】 

2017年11月25日（土） 

13:30より1階ロビーで受付開始 
（14:00～18:15 ワークショップ） 

14:00～16:00 ワークショップ①,②（公募企画） 

〔A会場：203教室〕 

①「医療情報ルールの再構成の方向を探る―医療／医学研究の両面から」（企画責任者 米村滋人） 

１．個人情報保護規制の隘路                        米村滋人（東京大学） 

２．医療・医学研究の両場面における個人情報保護法の解釈問題      藤田卓仙（慶應義塾大学） 

３．医療情報ルールの新たな枠組みの検討             吉峯耕平（田辺総合法律事務所） 

４．討論 

〔B会場：202教室〕 

②「医師の守秘義務とその例外について；てんかん診療から考える」（企画責任者 森脇崇） 

１．てんかん診療の課題についての趣旨説明                   森脇崇（大阪大学） 

２．てんかん診療について；医学の視点から                  貴島晴彦（大阪大学） 

３．てんかん診療について；法律実務の視点から           鵜飼万貴子（京都府立医科大学） 

４．討論 

16:15～18:15ワークショップ③,④ 

〔A会場：203教室〕 

③「臨床研究法」（企画担当 一家綱邦、磯部哲） 

１．企画趣旨と臨床研究法の概要の説明              一家綱邦（国立がん研究センター） 

２．医学研究者／研究実施管理者の視点から      高野忠夫（東北大学病院臨床研究推進センター） 

３．被験者保護の視点から                         磯部哲（慶應義塾大学） 

４．研究不正防止と利益相反管理の視点から            井上悠輔（東京大学医科学研究所） 

〔B会場：202教室〕 

④「病院勤務弁護士の現在」（企画担当 手嶋豊） 

報告者  越後純子（虎の門病院）、武市尚子（東京女子医科大学）、水沼直樹（亀田総合病院） 

司会   押田茂實（日本大学）・手嶋豊（神戸大学） 

18:30～20:30       懇 親 会 （１階生協ラウンジ） 



 
 

【第2日目】 

2017年11月26日（日） 

8:30より１階ロビーで受付開始 

9:00～9:30  総 会 （5階ホール）（会員のみ） 

＊ 総会の間、非会員の方は、会場にはご入室いただけませんので、ご注意ください。 

9:40～10:55 個別報告（２つの会場で行います） 

〔A会場〕（203教室） 

9:40～10:05「臨床試験の法的正当化―ドイツ医薬品法・医療製品法を素材として」 天田悠（早稲田大学） 

10:05～10:30「多能性幹細胞から作られた生殖細胞の法的意義」         神馬幸一（獨協大学） 

10:30～10:55「2015年オーストリア生殖医療法改正」      三重野雄太郎（鳥羽商船高等専門学校） 

〔B会場〕（202教室） 

9:40～10:05「応招義務の解釈と『働き方改革』の導入」      三谷和歌子（田辺総合法律事務所） 

10:05～10:30「医療事故における過失判断と道徳的運の問題」      永石尚也（保健医療経営大学） 

10:30～10:55「健康食品の広告規制－健康食品クロレラ広告等差止事件を契機として－」 

神坂亮一（川村学園女子大学） 

11:20~12:20 ランチョンセッション（1階多目的室）（企画担当：丸山英二） 

「『ゲノム・DNAをいじる』ということ」                  増井徹（慶應義塾大学） 

 

12:40～17:25 シンポジウム（5階ホール） 

『高齢者医療を支える人と制度』（企画担当：佐藤雄一郎、平林勝政、山口斉昭、良村貞子） 

１．問題の所在                            佐藤雄一郎（東京学芸大学） 

２．地域包括ケアシステム時代に向けた高齢者ケア―オランダと日本の比較から―  

秋山直美（岩手医科大学） 

３．地域包括ケア、地域医療構想、2018年報酬同時改定      籔本恭明（大阪国際綜合法律事務所） 

４．急性期後の医療機能のあり方              栗原正紀（長崎リハビリテーション病院） 

５．多職種連携により、地域包括ケアシステムを実現していくために必要なこと  

今野好江（訪問看護ステーション禎心会東） 

６．薬剤師の役割                            内海美保（神戸学院大学） 

７．高齢化と救急搬送                                佐藤雄一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

研究大会への参加について 
 

＊研究大会には非会員の方も参加できます。事前の申込は必要ありません。当日、受付で資料代をお支払いください（1 日

目2000円、2日目3000円。ただし学生〔学生証をご提示ください〕は1日目1000円、2日目2000円です）。 

＊会員の方は、後日、会報と共にお送りする振込用紙で、11 月 13 日(月)までに大会参加費をお振込ください（学生会員の

方は、当日学生証をご提示いただくことにより無料で参加できます） 

＊今回、開催校の施設の都合により、大会2日目のお弁当のご用意はしないこととなりました。会場周辺には飲食店やコン

ビニ等が多数あり、日曜日にも営業しておりますので、そちらをご利用ください（当日、昼食マップを配布致します）。 

ランチョンセッションは、1階多目的室で開催いたします。参加される方は、各自昼食をお持ち込みの上、ご参加ください。

なお 建物内では、1階多目的室以外での飲食はご遠慮願います。ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご協力を賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 
 
 

会場アクセスマップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住所】 

604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町１ 

【最寄駅からのアクセス】 

■JR・地下鉄 京都駅から 

JRにて約10分、「二条駅」下車、徒歩約2分 

  京都市営烏丸線にて約5分、「烏丸御池駅」で京都市営東西線に乗り換え、「二条駅」下車、徒歩2分 



 
 

 


